
 博物館の裏口では“オカメザクラ”が開花し、メジロが花

の蜜を吸いに来ています。植物の多様な花の形は、蜜を鳥

や虫に提供する代わりに、花粉を付けて他の花へと運んで

もらうように工夫されたつくりをしています。よく観察し

ていると、嘴や体に花粉を付けている鳥や虫の姿も見られ

ます。 

 今回は、草木の花や、鳥のさえずりなど、春に見られる

生きもの姿や活動を観察しましょう。 

▲“オカメザクラ”の花に嘴を入れて蜜を吸うメジロ。 



花冠いろいろ 

十字形花冠  

バラ形花冠 

スミレ形花冠  

蝶形花冠 

高坏形花冠 

舌状花冠 

花冠とは、花びらのつき方のことで、１７タイプに分けられています。てがたんコースで見られる代表的な花冠のタイプを比べてみましょう。 

４枚の花弁が十字につく。アブラナ科に特有。 

５枚の花弁が１枚ずつ広がるように付く。 
バラ科でみられる。 

５枚の花弁が、左右対称になるように付く。 
スミレ科に特有。 

旗弁が翼弁と竜骨弁を包むように付く。マメ科に特有。 
花びらの呼び方はそれぞれの形に由来しています。 

花冠筒が細長く、先端が大きく裂けている。 
サクラソウ科などでみられる。 

花冠筒が短く、一枚の舌状の花弁が目立つ。 
花の周辺部には舌状花冠、中央部には管状花冠が集まっている。 

オカメザクラ 

スミレの仲間 オニノゲシ 

サクラソウの仲間 

カラスノエンドウ 

距（きょ） 

ウメ 

ナズナ 

拡大 

分解 

横から見ると、細長く花冠筒が伸びている。 

花冠の後方の距に蜜をためている。 

小さな花一つ一つに４枚の花弁が付く。 

一部拡大 

上弁 

側弁 

唇弁 

花冠筒 

かかん 

左からがく、旗弁、翼弁、竜骨弁、 
めしべとおしべ。 

きべん よくべん りゅうこつべん 

かかんとう 
こうはいけい 

ぜつじょう 

舌状の形の一枚の花びら 

かかん 

ちょうけい 


